
額田地域コミュニティバス等の運行計画再編について

１ 再編の流れ

２ 再編の内容

路 線 名 再編の内容

下山地区線

（ささゆりバス）

・岡崎げんき館までの運行と週５日の運行を維持する。

高校生の通学利用があり、一般利用者も増加傾向にあるため。

・北部診療所へ行く曜日は、朝夕の便以外は地区内での運行として、

北部診療所への便数を増やす。

北部診療所への積み残しを無くし、通院の利便性向上を図る。

・車両を乗合タクシーなどへの小型化を図る。

北部診療所への増便を図ることによる乗車人数に見合ったバス車両に変更する。

・地域内での移動実態に合わせたダイヤに修正する。

利用促進の向上を図る。

形埜地区線

（乙川バス）

・地区内各ルート（南大須・鍛埜線、毛呂・井沢線、切山・小久田線）

で週１日運行を取りやめる。

利用実態に合わせて効率的な運行を図る。

宮崎地区線

（のってこバス）

・小学生の通学バスを分離し、子ども運賃の設定を行う。

利便性向上、効率化を目的に 2系統(コミュニティバス・スクールバス)で運行されている

小学生の通学バス機能の一元化(教育委員会所管)を図る。合わせて無料の子ども運賃を他地

域に合わせ見直す。

・週５日運行を週３日運行とし、また、朝夕の便の削減を行う。

小学生利用を除く利用実態に合わせて効率的な運行を図る。

・２ルートを統合して乗合タクシー１両で運行する。

スクールバス分離により、効率的な運行が可能となったため。

豊富・夏山地区線

（ほたるバス）

・小学生の通学バスを分離し、子ども運賃の設定を行う。

利便性向上、効率化を目的に 2系統(コミュニティバス・スクールバス)で運行されている

小学生の通学バス機能の一元化(教育委員会所管)を図る。合わせて無料の子ども運賃を他地

域に合わせ見直す。

・週５日運行を週２日運行とし、また、朝夕の便の削減を行う。

小学生利用を除く利用実態に合わせて効率的な運行を図る。

額田支所市民病院線

・休日の市民病院から中央総合公園までの区間の運行を取りやめる。

代替路線も確保されていて、利用実態に合わせて効率的な運行を図る。

・名鉄バスの補助路線とする。

利用実態からみて現状のサービス（ＩＣカード、乗継割引、得々パス）を低下させないこ

とが、バスネットワークを継続するうえで有効である。

地域と協働した

住民への周知・利用促進

平成２５年度第１回

額田地域生活交通協議会

資料２－１

第２回

額田地域生活交通協議会

第２回交通政策会議

・市の見直し方針の提案

・地域として運行内容の決定

新しい運行計画により運行を開始

債務負担行為の議決

（１２月議会）

業者決定

5/22

第４回交通政策会議

平成２６年度

第１回交通政策会議

6/21

8/21

10/7

・運行計画案の説明

・市として運行内容の決定
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プロポーザル方式

による業者選定

・住民周知方法の検討

・利用促進策の検討

4月

・ネットワーク計画

の協議・策定（新運行計画）

6月

10 月

Ｈ26

1 月

3 月

Ｈ25

ネットワーク計画

の提出

地区ごとで再度協議・調整

・事業者選定の結果報告

・運行計画の承認

（地域公共交通会議）
国への路線申請等

第３回

額田地域生活交通協議会

交通政策会議で説明、額田地域・各地区で協議

岡崎市交通政策会議 額田地域岡崎市

平成 24 年７月から

平成２６年度

第１回交通政策会議

平成２５年度

第１回交通政策会議


























